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評
議
員
の
皆
様
に
は
、
常
備
消
防
そ
し

て
ま
た
消
防
団
活
動
を
通
し
ま
し
て
、
県

民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
に
格
別
の

ご
尽
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
般
の
熊
本
に
お
け
る
大
地
震
で
は
、

大
変
な
被
害
を
被
っ
て
お
り
ま
す
が
、
改

め
て
災
害
に
よ
り
犠
牲
に
な
ら
れ
ま
し
た

方
々
に
対
し
哀
悼
の
意
を
表
し
、
そ
し
て

ま
た
被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
方
々
に
対
し

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
以
来
、
津
波
対
策
と
い

う
こ
と
に
重
点
的
に
意
を
用
い
て
来
て
い

る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、今
回
の
地
震
を
踏

ま
え
、直
下
型
の
対
策
も
早
急
に
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
こ
れ
か
ら
は
、
梅
雨
末
期
の
大
雨

や
台
風
な
ど
に
も
備
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
、
皆
様
に
は
な
お
一
層
の
ご

尽
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

本
日
は
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

一
般
財
団
法
人
秋
田
県
消
防
協
会
の
平

成
二
八
年
度
定
時
評
議
員
会
が
五
月
二
五

日（
水
）、
秋
田
市
の
「
イ
ヤ
タ
カ
」
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

評
議
員
会
に
は
、
秋
田
県
副
知
事
堀
井

啓
一
様
、
秋
田
県
町
村
会
事
務
局
長
水
谷

津
様
、
秋
田
県
消
防
学
校
副
校
長
伊
藤
博

之
様
が
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
た
ほ
か
、

評
議
員
一
八
名
、
理
事
・
監
事
一
四
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
殉
職
さ
れ
た
消
防
職
員
・
団
員

の
御
霊
に
黙
祷
を
献
げ
、
引
き
続
き
中
田

会
長
が
あ
い
さ
つ
、
堀
井
副
知
事
か
ら
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
事
に
入
り
、
平
成
二
七
年
度
事
業
の

概
要
報
告
や
会
計
決
算
、ま
た
、任
期
満
了

に
伴
う
評
議
員
二
八
名
、
理
事
一
四
名
の

選
任
、
辞
任
に
伴
う
監
事
一
名
の
選
任
な

ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

理
事
の
任
期
は
、
平
成
三
〇
年
度
定
時

評
議
員
会
の
終
結
の
時
ま
で
と
な
り
ま

す
。

　

ご
来
賓
並
び
に
評
議
員
の
皆
様
に
は
、

当
協
会
の
運
営
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
お
い
て
、
格
別
な
る
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
四
月
一
四
日
に
発
生
し
た
熊
本
地

震
は
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た

が
、
一
日
で
も
早
く
平
穏
な
日
が
訪
れ
る

こ
と
を
祈
念
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
県
民
の
消
防
防
災
に

対
す
る
関
心
・
期
待
は
高
ま
っ
て
お
り
、

消
防
本
部
、
消
防
団
の
任
務
・
役
割
は

益
々
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

我
々
は
地
域
住
民
の
負
託
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
、
な
お
一
層
、
精
進
を
重
ね
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

当
協
会
は
四
月
一
日
、
一
般
財
団
法
人

に
移
行
し
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
皆
様
の

ご
理
解
を
賜
り
ま
し
て
、
よ
り
公
益
性
の

高
い
協
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

平
成
二
七
年
度
会
計
決
算
な
ど
を
承
認

平
成
二
七
年
度
会
計
決
算
な
ど
を
承
認

平
成
二

平
成
二
八
年
度
年
度

秋
田
県
消
防
協
会
評
議
員
会
開
催
さ
れ
る

秋
田
県
消
防
協
会
評
議
員
会
開
催
さ
れ
る

秋
田
県
消
防
協
会
評
議
員
会
開
催
さ
れ
る

秋
田
県
消
防
協
会
評
議
員
会
開
催
さ
れ
る

秋
田
県
消
防
協
会
評
議
員
会
開
催
さ
れ
る

秋
田
県
消
防
協
会
評
議
員
会
開
催
さ
れ
る

秋
田
県
消
防
協
会
評
議
員
会
開
催
さ
れ
る

平
成
二
八
年
度

平
成
二
七
年
度
会
計
決
算
な
ど
を
承
認

会
長
あ
い
さ
つ

来
賓
祝
辞

秋
田
県
消
防
協
会
長

　

中
田　
　

潤

秋
田
県
副
知
事

　

堀
井　

啓
一
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■
承
認
さ
れ
た
議
案

　

①
平
成
二
七
年
度
事
業
の
概
要
報
告

　

②
平
成
二
七
年
度
会
計
決
算

　

③
監
査
報
告

　

④
定
款
の
変
更

　

⑤
役
員
等
の
選
任

＊
任
期
満
了
に
伴
い
選
任
さ
れ
た
評
議
員

　
　

田
中　

政
幸
（
鹿
角
消
防
署
長
）

　
　

小
山　

初
美
（
藤
里
町
団
長
）

　
　

畠
山　

隆
一
（
男
鹿
市
団
長
）

　
　

古
戸　

俊
行
（
潟
上
市
団
長
）

　
　

齊
藤　

和
雄
（
八
郎
潟
町
団
長
）

　
　

遠
間　

富
和
（
井
川
町
団
長
）

　
　

谷
口　

良
一
（
大
潟
村
団
長
）

　
　

浅
井　
　

学
（
男
鹿
地
区
消
防
長
）

　
　

足
利　

幸
雄
（
秋
田
市
副
団
長
）

　
　

小
野　

甚
左
衛
門
（
秋
田
市
副
団
長)

　
　

金
子　

英
紀
（
に
か
ほ
市
副
団
長
）

　
　

冨
田　
　

昭
（
横
手
市
横
手
団
長
）

　
　

平
良
木　

保
（
横
手
市
増
田
団
長
）

　
　

菊
池　

二
郎
（
横
手
市
大
森
団
長
）

　
　

菅
原　

一
太
郎
（
横
手
市
平
鹿
団
長)

　
　

細
川　

祐
一
（
横
手
市
十
文
字
団
長)

　
　

塩
田　
　

勉
（
横
手
市
雄
物
川
団
長)

　
　

藤
原　
　

博
（
横
手
市
山
内
団
長
）

　
　

瀧
澤　

將
史
（
羽
後
町
団
長
）

　
　

鈴
木　
　

修
（
東
成
瀬
村
副
団
長
）

＊
任
期
満
了
に
伴
い
選
任
さ
れ
た
理
事

　
　

児
玉　

誠
喜
（
鹿
角
市
団
長
）

　
　

一
関　

鐐
一
（
五
城
目
町
団
長
）

　
　

佐
藤　

久
仁
（
大
館
市
消
防
長
）

　
　

佐
藤　

好
幸
（
秋
田
市
消
防
長
）

　
　

森
川　

正
明
（
大
曲
仙
北
広
域
消
防
長)

　

（
評
議
員
・
理
事
は
、
新
た
に
選
任
さ

れ
た
方
の
み
掲
載
し
ま
し
た
。
）

＊
新
た
に
選
任
さ
れ
た
監
事

　
　

佐
々
木　

伸
一
（
に
か
ほ
市
団
長
）

■
協
議
事
項
等

　

①
平
成
二
八
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支

　
　

予
算

　

②
平
成
二
九
年
度
秋
田
県
消
防
大
会
の

　
　

開
催
支
部

　
　

※

第
七
〇
回
大
会
は
、
秋
田
市
支
部

　
　
　

で
開
催
し
ま
す
。

　

③
秋
田
県
消
防
操
法
大
会
出
場
順
の
抽

　
　

選
に
つ
い
て

　
　

ア　

今
年
度
か
ら
出
場
す
る
各
支
部

　
　
　

の
代
表
選
手
等
が
抽
選
す
る
方
法

　
　
　

に
変
更
す
る
。

　
　

イ　

抽
選
は
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

　
　
　

及
び
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
の
二

　
　
　

種
目
と
し
、
男
性
の
全
国
大
会
開

　
　
　

催
の
年(
隔
年)
に
実
施
す
る
。

　
　

ウ　

抽
選
の
際
、
審
査
員
か
ら
事
前

　
　
　

練
習
や
大
会
の
注
意
事
項
等
に
つ

　
　
　

い
て
伝
達
す
る
。

　
　

エ　

抽
選
は
、
八
月
上
旬
に
秋
田
市

　
　
　

内
に
お
い
て
実
施
す
る
。

　

④
全
国
消
防
操
法
大
会
の
秋
田
県
招
致

　
　

に
つ
い
て

　

『
臨
時
理
事
会
を
開
催
』

　

定
時
評
議
員
会
終
了
後
、
臨
時
理
事
会

を
開
催
し
、
正
副
会
長
の
選
定
を
協
議
し

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
中
田
会
長
、
草
彅
・
成

田
・
海
野
副
会
長
の
三
名
が
そ
れ
ぞ
れ
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
十
回
東
北
水
防
技
術
競
技
大
会

〜
由
利
本
荘
市
消
防
団
初
出
場
〜

　

第
十
回
東
北
水
防
技
術
競
技
大
会
が
五

月
二
九
日（
日
）青
森
県
八
戸
市（
馬
淵
川)

河
川
敷
で
開
催
さ
れ
、
本
県
代
表
と
し
て

由
利
本
荘
市
消
防
団
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
東
北
六
県
の
選
抜
さ
れ
た
水

防
団
が「
月
の
輪
工
」と「
シ
ー
ト
張
り
工
」

の
二
種
目
を
行
い
、
一
五
分
の
基
準
タ
イ

ム
と
手
順
の
正
確
さ
や
出
来
栄
え
、
規
律

な
ど
の
審
査
に
よ
り
競
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
初
出
場
し
ま
し
た
由
利
本
荘
市

消
防
団
は
、
由
利
本
荘
市
消
防
団
の
中

の
、
由
利
支
団
の
各
分
団
か
ら
選
抜
さ
れ

た
二
〇
名
で
編
成
さ
れ
、
四
月
下
旬
か
ら

約
一
ヶ
月
間
の
練
習
を
積
み
、
大
会
に
臨

み
ま
し
た
。

　

普
段
は
、
消
防
訓
練
大
会
で
競
い
合
っ

て
い
る
各
分
団
で
す
が
、
こ
の
大
会
で
は

一
つ
の
チ
ー
ム
と
し
て
協
力
し
合
い
、
入

賞
で
き
る
よ
う
練
習
に
励
み
ま
し
た
。
結

果
は
、
残
念
な
が
ら
入
賞
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
タ
イ
ム
、
出
来
栄

え
共
に
上
位
チ
ー
ム
に
引
け
を
取
ら
な
い

も
の
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
本
大
会
の
経
験
を
生
か
し
な

が
ら
各
分
団
の
垣
根
を
越
え
て
協
力
し
合

い
、
火
災
や
各
種
災
害
に
対
応
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
会
の
出
場
に
あ
た
り
ま
し
て
は
事
前

指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、
に
か
ほ
市
消

防
団
に
対
し
ま
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

（
情
報
提
供
＝
由
利
本
荘
に
か
ほ
支
部
）
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一般財団法人秋田県消防協会　理事・監事・評議員

役　職
〔理　事〕

所属・階級等
能代市消防団　団長
大仙市消防団　団長
大館市消防団　団長
秋田市消防団　団長
秋田県総務部総合防災課　課長
湯沢市消防団　団長
由利本荘市消防団　団長
横手市大雄消防団　団長
五城目町消防団　団長
鹿角市消防団　団長
秋田市消防本部　消防長

大館市消防本部　消防長
秋田県消防協会　事務局長

氏　　名
中　田　　　潤
草　彅　忠　誠
成　田　十喜男
海　野　達　雄
高　橋　博　英
近　野　宗　一
周　防　彦　宗
佐々木　一　義
一　関　鐐　一
児　玉　誠　喜
佐　藤　好　幸
森　川　正　明
佐　藤　久　仁
高　橋　尚　文

大曲仙北広域市町村圏組合
消防本部　消防長

会　　長
副 会 長
〃
〃

理　　事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

業務執行理事

役　職
〔監　事〕

所属・階級等
小坂町消防団　団長
東成瀬村消防団　団長
にかほ市消防団　団長

科　　　　　目
経常収益計
主な内訳

経常費用計
主な内訳

当期経常増減額
【他会計振替額】
当期一般正味財産増減額
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高
主な内訳

公益事業 共益事業 管理事業 内部取引 合　　計
  12,895,282
        750
          0

    291,600
  6,132,412
  2,840,000
  3,247,000
    383,520
 18,326,299
  6,557,000
  2,438,154
  1,233,770
  2,477,897
  1,456,921
  1,658,460
          0

  2,504,097
△5,431,017
  2,447,444
△2,983,573

  
  

  3,000,000

  14,125,037
          0

  5,604,600
          0

  6,003,066
  1,345,469
  1,156,000
     15,902
  7,594,869
  2,341,000
    271,950
  2,681,960
    333,935
          0
          0

  1,640,000
    326,024
  6,530,168
△2,447,444
  4,082,724

          0

    2,879,956
          0
          0
          0

    602,000
    891,576
  1,375,900
     10,480
  5,581,185
  2,812,805
    905,771
    289,844
          0
          0
          0
          0

  1,572,765
△2,701,229
          0

△2,701,229
  
   

          0

  29,900,275
        750
  5,604,600
    291,600
 12,737,478
  5,077,045
  5,778,900
    409,902
 31,502,353
 11,710,805
  3,615,875
  4,205,574
  2,811,832
  1,456,921
  1,658,460
  1,640,000
  4,402,886
△1,602,078
          0

△1,602,078
112,726,192
111,124,114
  3,000,000

基本財産運用益
受取会費（掛金）
事業収益
受取補助金等
受取負担金
受取寄付金（会費）
その他経常収益

給与等
旅費交通費
備品消耗品費
印刷製本費
支払助成金
委託費
見舞金支出
その他経常費用

基本財産

氏　　名
成　田　俊　昭
佐々木　謙　吉
佐々木　伸　一

監　　事
〃
〃

役　職
〔評議員〕

関係する消防機関
小坂町消防団　
鹿角広域行政組合消防署　
北秋田市消防団
上小阿仁村消防団
三種町消防団　
八峰町消防団　
藤里町消防団
男鹿市消防団　
潟上市消防団
八郎潟町消防団
井川町消防団
大潟村消防団
男鹿地区消防一部事務組合消防本部
秋田市消防団
秋田市消防団
にかほ市消防団
仙北市消防団
美郷町消防団
横手市横手消防団
横手市増田消防団
横手市大森消防団
横手市平鹿消防団
横手市十文字消防団
横手市雄物川消防団
横手市山内消防団
横手市消防本部
羽後町消防団
東成瀬村消防団

氏　　名

（平成28年５月25日現在）

平成27年度決算〔正味財産増減計算書内訳表〕
（平成27年4月1日～平成28年3月31日）

評 議 員
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

澤　口　紀　夫
田　中　政　幸
金　田　咲　美
北　林　義　髙
金　子　忠　夫
本　多　　　健
小　山　初　美
畠　山　隆　一
古　戸　俊　行
齊　藤　和　雄
遠　間　富　和
谷　口　良　一
浅　井　　　学
足　利　幸　雄
小野　甚左衛門
金　子　英　紀
佐々木　久　悦
髙　橋　正　尚
冨　田　　　昭
平良木　　　保
菊　池　二　郎
菅　原　一太郎
細　川　祐　一
塩　田　　　勉
藤　原　　　博
大　石　義　孝
瀧　澤　將　史
鈴　木　　　修
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第
七
〇
期
初
任
教
育
の
入
校
生
は
、
四

月
八
日
の
入
校
式
か
ら
も
う
二
ヶ
月
が
過

ぎ
ま
し
た
。

　

入
校
当
初
、
全
く
未
知
の
分
野
で
あ
る

消
防
の
教
育
訓
練
へ
の
不
安
、
寮
で
の
共

同
生
活
へ
の
戸
惑
い
な
ど
が
感
じ
ら
れ
た

が
、
今
で
は
み
ん
な
が
協
力
し
て
日
々
の

学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
訓
練
も
五
月
に
入
る
と
、
体
力
錬

成
、
礼
式
訓
練
か
ら
消
防
基
礎
技
術
の
習

得
へ
と
移
行
し
、
現
在
で
は
、
空
気
呼
吸

機
器
取
扱
訓
練
、
身
体
結
索
訓
練
な
ど
の

実
技
訓
練
が
本
格
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
消
防
学
校
か
ら
「
一
ヶ

月
を
振
り
返
っ
て
」
と
題
し
た
作
文
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

第
七
〇
期
初
任
教
育

秋
田
県
消
防
学
校

一
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て

一
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て 
一
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て

一
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て 
一
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て 

　

一
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て
自
分
の
中
で

は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
印
象
が
あ

り
ま
す
。
入
寮
し
て
か
ら
入
校
式
ま
で
の

三
日
間
は
と
て
も
長
く
感
じ
ま
し
た
。
何

も
か
も
が
初
め
て
の
こ
と
だ
ら
け
で
体
力

的
に
も
精
神
的
に
も
疲
れ
た
こ
と
が
自
分

の
中
に
は
残
っ
て
い
ま
す
。

　

自
分
は
四
月
の
目
標
を
訓
練
礼
式
、
寮

内
の
暮
ら
し
方
を
確
実
に
覚
え
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
訓
練
礼
式
は
自
分
の
中
で
人

よ
り
も
努
力
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

教
官
か
ら
は
次
の
こ
と
を
常
に
予
測
し
て

動
く
よ
う
に
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
自

分
で
は
出
来
て
い
な
い
で
す
。
し
っ
か
り

と
予
習
、
復
習
を
し
て
人
よ
り
も
努
力
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
す
。
ま
た
、
節
度

を
意
識
し
て
行
動
し
て
い
き
ま
す
。
人
と

合
わ
せ
る
こ
と
、
同
じ
動
作
を
す
る
こ
と

は
、
消
防
の
仕
事
を
し
て
い
く
中
で
、
基

礎
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
訓
練
礼
式
は
本

当
に
基
礎
の
部
分
だ
と
思
う
の
で
今
後
も

し
っ
か
り
と
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

自
分
は
年
上
の
方
な
の
で
、
寮
内
で
は

生
活
の
見
本
と
な
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
き
ま
す
。
一
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
覚
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
一
つ
一
つ
を
し

っ
か
り
自
分
の
も
の
に
し
ま
す
。

　

四
月
六
日
に
研
心
寮
に
入
り
、
四
月
八

日
に
行
わ
れ
た
入
校
式
か
ら
私
の
消
防
人

生
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
初
め
は
覚
え

る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
り
、
指
示
通

り
に
出
来
な
く
て
た
く
さ
ん
腕
立
て
を
さ

せ
ら
れ
た
り
と
、
大
変
な
毎
日
で
し
た
。

　

し
か
し
、
一
ヶ
月
経
っ
た
今
振
り
返
っ

て
み
る
と
こ
の
一
ヶ
月
は
と
て
も
充
実
し

て
い
た
と
感
じ
ま
し
た
。
規
則
正
し
い
生

活
や
規
律
の
あ
る
行
動
、
本
番
を
想
定
し

た
訓
練
等
が
私
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
で
は
、
怖
い
と

し
か
感
じ
な
か
っ
た
教
官
の
方
々
か
ら
、

私
た
ち
七
〇
期
生
を
一
人
前
の
消
防
士
に

さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
私
も
そ
の
気
持
ち
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
厳
し
い
訓
練
が
待
ち
受
け

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
同
期
の
皆
さ
ん

と
協
力
し
あ
い
な
が
ら
、
強
い
気
持
ち
を

持
っ
て
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
こ
の
七
〇
期
生
七
〇
名
の
皆

さ
ん
と
誰
一
人
欠
け
る
こ
と
な
く
笑
顔
で

卒
業
し
た
い
で
す
。
残
り
の
あ
と
約
四
ヶ

月
も
色
々
な
こ
と
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
た
く
さ
ん
学
べ
る
よ
う
一
生
懸
命
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

消
防
学
校
に
は
不
安
な
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
の
状
態
で
入
校
し
ま
し
た
が
、
一
ヶ

月
経
過
し
、
こ
れ
か
ら
ど
う
い
う
こ
と
が

待
ち
受
け
て
い
る
の
か
不
安
な
気
持
ち
が

少
し
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

消
防
に
関
す
る
こ
と
は
全
く
無
知
な
の

で
、
授
業
と
訓
練
を
頑
張
っ
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
礼
式
が
あ
る
こ
と

に
驚
き
、
授
業
と
訓
練
と
礼
式
を
こ
の
一

ヶ
月
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
毎
日
が
初
め

て
の
こ
と
ば
か
り
で
、
自
由
時
間
を
使
っ

て
復
習
を
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
自
分
は

細
い
の
で
、
体
力
練
成
の
方
に
も
力
を
入

れ
て
、
少
し
で
も
太
く
な
る
よ
う
や
っ
て

き
ま
し
た
。
卒
業
す
る
頃
が
楽
し
み
で

す
。

　

訓
練
で
は
、
基
本
結
索
、
小
型
ポ
ン
プ
、

三
連
梯
子
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。一
ヶ
月

で
三
つ
の
こ
と
を
覚
え
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
、こ
の
後
い
く
つ
学
ぶ
の
か
、復
習
を

し
っ
か
り
と
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

授
業
で
は
、
六
法
の
多
さ
と
厚
さ
に
驚

き
、
こ
れ
を
こ
れ
か
ら
や
っ
て
い
く
の
だ

な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
授
業
で
学

ん
だ
こ
と
が
、
卒
業
し
て
本
部
に
戻
っ
た

時
に
事
務
的
な
こ
と
で
必
要
に
な
る
の

で
、
し
っ
か
り
と
覚
え
て
、
本
部
で
苦
労

し
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

澤
木　

大
樹

 (

秋
田
市
消
防
本
部)

佐
々
木　

昌
太

 (

横
手
市
消
防
本
部)

髙
橋　

侑
宏

 (

大
館
市
消
防
本
部)
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一
ヶ
月
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
入
校

日
か
ら
比
べ
て
消
防
士
と
し
て
す
ご
く
成

長
し
た
気
が
し
ま
す
。
入
校
し
て
す
ぐ
に

訓
練
礼
式
が
あ
り
、
入
校
式
の
準
備
だ
け

で
あ
っ
と
い
う
間
に
一
週
間
が
過
ぎ
ま
し

た
。
次
の
週
か
ら
は
、
講
義
や
小
型
ポ
ン

プ
操
法
、
基
本
結
索
と
基
礎
の
積
み
重
ね

で
し
た
。
四
月
後
半
か
ら
は
三
連
梯
子
操

法
が
始
ま
り
ま
し
た
。
講
義
、
訓
練
と
行

う
う
ち
に
、
一
週
間
が
過
ぎ
、
そ
の
繰
り

返
し
で
一
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
考
え
て

み
る
と
早
か
っ
た
と
感
じ
る
と
同
時
に
、

ダ
メ
だ
し
さ
れ
る
所
が
あ
り
ま
す
が
、
敬

礼
な
ど
形
は
出
来
て
き
た
気
が
し
ま
す
。

半
年
後
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
配
属
先
で
勤
務

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
成
長
し
た
と
は

い
え
、
勤
務
し
て
火
災
現
場
、
救
助
、
救

急
活
動
が
あ
っ
た
時
に
現
場
に
行
っ
て
動

け
る
か
と
聞
か
れ
た
ら
、
知
識
も
浅
い

し
、
動
き
も
分
か
ら
ず
足
を
引
っ
張
っ
て

し
ま
う
と
思
い
ま
す
。

　

初
任
科
教
育
を

終
了
し
て
、
一
年

目
か
ら
出
動
し
て

動
け
る
よ
う
に
今

後
の
学
校
生
活
を

過
ご
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

入
校
式
か
ら
一
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。

入
校
し
た
頃
は
、
周
り
の
同
期
の
人
た
ち

と
仲
良
く
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
、
一

年
経
験
し
た
自
分
で
も
訓
練
に
つ
い
て
行

く
こ
と
が
出
来
る
の
か
不
安
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
日
々
の
訓
練
を
通
じ

て
厳
し
く
辛
い
こ
と
で
も
仲
間
達
と
一
緒

に
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
乗
り
越
え
て
い

く
こ
と
で
、
訓
練
に
は
つ
い
て
行
く
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
仲
間
達
と
訓
練

や
日
々
の
寮
生
活
の
中
で
打
ち
解
け
合
う

こ
と
が
で
き
、
こ
の
一
ヶ
月
間
楽
し
く
充

実
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

訓
練
は
厳
し
く
辛
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
仲
間
と
乗
り
越
え
て
い
け
ま
す
。
そ

の
訓
練
の
中
に
は
、
一
年
経
験
し
た
技
術

や
知
識
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
消
防

の
技
術
を
よ
り
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
立
派
な
消
防
士
に
な
る
に
は
、
自
分

の
技
術
や
知
識
を
深
め
、
間
違
い
の
あ
る

と
こ
ろ
は
直
ぐ
に
修
正
し
て
今
後
の
訓
練

で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
の
消
防
学
校
生
活
の
中
で
仲
間
と

時
に
ぶ
つ
か
り
合
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
ど
ん
な
時
で
も
仲
間
を
思

い
や
り
、
大
切
に
し
て
い
き
、
み
ん
な
と

一
緒
に
消
防
学
校
を
卒
業
で
き
た
ら
い
い

な
と
思
い
ま
す
。

　

入
校
す
る
前
は
、
勉
強
面
や
人
間
関
係

な
ど
で
不
安
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
が
、
同

じ
部
屋
の
仲
間
を
は
じ
め
七
〇
名
の
同
期

に
恵
ま
れ
、
勉
強
面
、
訓
練
、
体
力
練
成

な
ど
切
磋
琢
磨
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
出

来
て
い
る
。
私
は
二
年
の
実
務
経
験
を
経

て
消
防
学
校
へ
入
校
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ

学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
消
防
法
を

勉
強
す
る
こ
と
で
、
今
ま
で
行
っ
て
き
た

業
務
の
根
本
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
り
、

私
た
ち
消
防
吏
員
は
法
律
に
よ
り
守
ら
れ

て
い
る
と
い
う
安
心
感
も
生
ま
れ
た
。
訓

練
の
際
も
、
自
分
の
知
っ
て
い
る
や
り
方

と
は
ま
た
別
の
手
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
、
一
日
一
日
の
授
業
が
充
実
し
て
い

る
。

　

た
だ
入
校
し
て
反
省
点
も
あ
る
。
そ
れ

は
、
寮
に
帰
っ
て
か
ら
次
の
日
の
授
業
の

予
習
と
復
習
を
怠
っ
て
し
ま
う
所
で
あ

る
。
折
角
座
学
や
訓
練
な
ど
で
教
わ
っ
た

こ
と
も
、
次
の
同
じ
授
業
で
は
忘
れ
て
し

ま
っ
た
り
し
て
い
る
。
自
習
の
時
間
も
設

け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
時
間
を
有
効
に
活

用
し
て
い
き
た
い
。

　

残
り
の
学
校
生
活
で
は
、
消
防
の
基
礎

と
な
る
知
識
、
技
術
を
貪
欲
に
吸
収
し
て

配
属
先
に
戻
っ
て
応
用
が
利
く
消
防
吏
員

に
な
り
た
い
。

　

初
任
教
育
が
始
ま
り
、
一
ヶ
月
が
経
過

し
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
こ
の
一
ヶ
月

は
、
非
常
に
内
容
が
濃
く
、
充
実
し
て
い

た
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
四
月
か
ら
現
在

ま
で
が
ま
さ
に
消
防
吏
員
と
し
て
の
ス
タ

ー
ト
地
点
で
あ
り
、
覚
え
る
べ
き
技
能
や

名
称
、
規
律
が
多
か
っ
た
か
ら
だ
。
私
が

今
ま
で
の
期
間
で
感
じ
た
こ
と
は
、
消
防

吏
員
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
技
術
又
は
取

り
扱
う
器
具
は
、
日
常
生
活
や
他
の
職
業

で
は
修
得
し
た
り
、
扱
う
こ
と
が
な
い
よ

う
な
特
殊
な
も
の
ば
か
り
だ
と
い
う
こ
と

だ
。
故
に
日
々
の
授
業
は
新
鮮
で
あ
っ
た

反
面
、
初
め
て
見
る
器
具
や
訓
練
に
戸
惑

っ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
々
あ
っ
た
。
し
か

し
、
毎
日
戸
惑
い
や
失
敗
を
繰
り
返
し
な

が
ら
も
試
行
錯
誤
し
、
貪
欲
に
吸
収
で
き

た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
一
ヶ
月
が
充
実
し
た

の
だ
と
思
う
。

　

大
切
な
の
は
、
こ
れ
か
ら
の
二
ヶ
月
、

三
ヶ
月
後
を
充
実
し
た
学
校
生
活
に
す
る

こ
と
が
出
来
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
毎
日

の
授
業
や
生
活
に
慣
れ
て
い
く
こ
と
で
、

マ
ン
ネ
リ
化
し
て
し
ま
い
、
自
身
の
成
長

が
止
ま
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
な
い

よ
う
に
、何
事
に
も
疑
問
を
持
ち
、日
々
向

上
心
を
持
っ
て
こ
れ
か
ら
の
授
業
に
励
ん

で
い
き
た
い
。「
初
心
を
忘
れ
な
い
」で
。

石
川　

功
太

 (

北
秋
田
市
消
防
本
部)

大
友　

崚
真

 (

由
利
本
荘
市
消
防
本
部)

柴
田　

悠
眞

 (

に
か
ほ
市
消
防
本
部)

福
嶋　

良
磨

 (

五
城
目
町
消
防
本
部)
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一
ヶ
月
こ
こ
で
過
ご
し
て
変
わ
っ
た
こ

と
は
、
生
活
リ
ズ
ム
と
体
力
で
す
。

　

生
活
リ
ズ
ム
で
は
早
寝
、
早
起
き
が
身

に
つ
い
た
こ
と
で
す
。
土
日
、
家
に
一
時

帰
宅
し
ま
す
が
、
そ
の
時
も
消
防
学
校
に

い
る
時
の
よ
う
に
六
時
に
目
覚
め
て
、
夜

は
二
二
時
半
頃
に
な
る
と
眠
く
な
り
、
布

団
に
入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
朝
食
も

高
校
生
の
時
は
部
活
動
の
朝
練
習
が
あ

り
、
い
つ
も
食
べ
な
い
で
学
校
に
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
消
防
学
校
に
入
っ
て
か
ら

は
朝
食
を
食
べ
な
い
と
、
一
日
が
始
ま
ら

な
い
感
じ
が
す
る
よ
う
に
な
り
、
毎
朝
食

べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は

体
の
調
子
も
良
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

　

も
う
一
つ
変
わ
っ
た
こ
と
は
体
力
で

す
。
入
校
し
て
直
ぐ
に
体
力
測
定
が
あ

り
、
自
分
の
体
力
の
無
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
授
業
の
始
め
に
体
力
錬
成

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
の
苦

手
な
懸
垂
も
日
に
日
に
回
数
が
増
え
、
自

分
の
限
界
を
超
え
ら
そ
う
に
感
じ
る
日
も

増
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
も
っ
と

追
い
込
ん
で
体
力
の
底
上
げ
を
し
た
い
で

す
。

　

一
ヶ
月
は
早
く
短
い
時
間
で
し
た
。
二

ヶ
月
後
、
三
ヶ
月
後
は
更
に
一
回
り
も
二

回
り
も
大
き
く
成
長
し
て
、
立
派
な
消
防

士
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
こ
の
一
ヶ
月
を
「
座
学
」「
訓
練
」

「
日
常
生
活
」こ
の
三
つ
の
視
点
か
ら
振
り

返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。先
ず
「
座

学
」で
す
が
、実
務
経
験
を
し
て
か
ら
入
校

し
ま
し
た
の
で
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
言
葉

や
用
語
が
で
て
く
る
分
少
し
は
理
解
す
る

ま
で
の
時
間
が
短
縮
さ
れ
て
い
る
と
は
思

い
ま
す
が
、
中
に
は
初
め
て
聞
く
言
葉
や

用
語
、
あ
い
ま
い
な
理
解
で
終
わ
っ
て
い

た
も
の
も
あ
っ
た
り
し
て
、
自
習
時
間
等

を
有
効
活
用
し
な
け
れ
ば
十
分
な
理
解
が

で
き
な
い
ま
ま
終
わ
っ
て
し
ま
う
と
感
じ

ま
し
た
。

　

次
に
「
訓
練
」
で
す
が
、
こ
の
一
ヶ
月

間
の
う
ち
に
行
っ
た
訓
練
は
、
所
属
で
訓

練
し
た
も
の
の
復
習
に
な
り
ま
し
た
。
特

に
、
三
連
梯
子
の
訓
練
で
は
安
全
管
理
の

重
要
性
と
い
う
も
の
を
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。
必
ず
二
人
で
三
連
梯
子
を
操
作
す
る

た
め
、
パ
ー
ト
ナ
ー
に
自
分
の
命
を
預
け

る
よ
う
な
形
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め

「
分
か
っ
て
い
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
先
入

観
で
活
動
す
る
の
は
事
故
の
原
因
に
な
り

ま
す
。

　

最
後
に
「
日
常
生
活
」
は
、
今
ま
で
の

生
活
リ
ズ
ム
と
違
い
少
し
戸
惑
い
ま
し
た

が
、
思
っ
た
よ
り
早
く
慣
れ
、
学
生
達
と

も
仲
良
く
生
活
出
来
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
残
り
の
五
ヶ
月
内
容
の
濃
い
生
活
を

送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

消
防
学
校
に
入
校
し
て
す
で
に
一
ヶ
月

が
過
ぎ
た
。
何
一
つ
分
か
ら
な
い
ま
ま
入

校
し
て
厳
し
く
も
新
鮮
な
毎
日
で
あ
っ

た
。
初
め
て
の
長
期
的
な
集
団
生
活
は

様
々
な
こ
と
に
気
を
遣
い
、
朝
目
覚
め
て

も
疲
れ
が
全
然
抜
け
な
い
日
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
部
屋
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
楽

し
く
生
活
が
お
く
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

訓
練
も
座
学
も
集
中
し
て
出
来
る
よ
う
に

な
っ
た
。
初
め
て
の
訓
練
礼
式
は
や
り
過

ぎ
で
は
な
い
か
と
い
う
ほ
ど
、
キ
ビ
キ
ビ

と
し
た
動
き
だ
と
思
っ
た
が
、
今
と
な
っ

て
は
よ
り
機
敏
に
よ
り
節
度
を
持
っ
て
、

一
つ
一
つ
熟
練
度
を
上
げ
て
い
か
な
け
れ

ば
と
、
毎
日
意
識
し
て
出
来
る
よ
う
に
な

っ
た
。
厳
し
い
訓
練
も
慣
れ
な
い
集
団
生

活
も
、
学
校
で
す
る
そ
の
全
て
が
市
民
の

血
税
を
使
っ
て
で
き
て
い
る
の
だ
と
初
任

給
を
貰
っ
た
と
き
に
感
じ
た
。
私
た
ち
初

任
科
が
出
来
る
こ
と
は
、
市
民
の
期
待
に

応
え
る
た
め
に
、
こ
の
消
防
学
校
で
基
礎

を
学
び
、
消
防
人
生
の
一
歩
を
確
実
に
踏

み
出
す
こ
と
で
あ
る
。

　

消
防
士
を
志
し
た
動
機
は
ど
ん
な
も
の

だ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
「
人
を
助
け
た

い
」
「
火
事
を
な
く
し
た
い
」
等
で
あ
っ

た
は
ず
だ
。
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
厳
し
い
こ

と
も
消
防
士
を
志
し
た
初
心
を
胸
に
乗
り

越
え
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。

　

入
校
す
る
前
は
、
不
安
ば
か
り
で
緊
張

し
て
い
ま
し
た
が
、
部
屋
の
人
と
仲
良
く

な
り
、
そ
し
て
た
く
さ
ん
の
人
に
仲
良
く

し
て
も
ら
い
非
常
に
助
か
り
ま
し
た
。
学

校
の
規
則
や
雰
囲
気
、
授
業
の
進
み
方
な

ど
次
第
に
慣
れ
、
楽
し
く
学
校
生
活
を
送

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

授
業
で
は
、
様
々
な
分
野
の
座
学
が
あ

り
大
変
で
す
が
、
夜
の
自
習
時
間
を
有
効

に
使
い
、
予
習
、
復
習
を
毎
日
欠
か
さ
ず

に
や
り
、
努
力
し
て
い
ま
す
。
次
か
ら
次

へ
と
覚
え
る
こ
と
が
出
て
く
る
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
勉
強
を
欠
か
さ
ず
や
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

　

実
技
の
方
で
は
、
体
力
練
成
や
ポ
ン
プ

操
法
、
三
連
梯
子
、
訓
練
礼
式
な
ど
勉
強

同
様
に
覚
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
体
力

的
に
も
大
変
で
、
ま
だ
ま
だ
体
力
が
足
り

な
い
こ
と
を
実
感
し
、
自
由
時
間
に
ラ
ン

ニ
ン
グ
や
ウ
ェ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積

極
的
に
し
ま
し
た
。
体
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
と
益
々
意
欲
が
高
ま

る
の
で
、
継
続
し
て
い
け
る
よ
う
頑
張
り

た
い
で
す
。

　

あ
と
五
ヶ
月
位
だ
と
思
う
と
、
ま
だ
ま

だ
知
識
も
体
力
も
足
り
な
い
の
で
危
機
感

を
持
ち
、
卒
業
し
て
か
ら
も
現
場
で
通
用

出
来
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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消
防
学
校
で
は
人
生
で
初
め
て
の
寮
生

活
で
、
最
初
は
慣
れ
な
い
こ
と
ば
か
り
で

し
た
。
特
に
、
洗
濯
、
身
の
回
り
の
整
理

整
頓
、
他
人
と
の
付
き
合
い
な
ど
、
今
ま

で
あ
ま
り
必
要
と
さ
れ
な
か
っ
た
行
為
を

し
て
い
た
た
め
、
一
週
間
が
と
て
も
長
く

感
じ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
現
在
の
寮
生

活
は
慣
れ
と
い
う
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
毎
日
が
楽
し
く
厳
し
い
訓
練
な
ど

も
、
乗
り
越
え
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

消
防
学
校
で
の
訓
練
や
授
業
は
、
こ
れ

か
ら
の
消
防
人
生
の
基
礎
と
な
っ
て
き
ま

す
。
こ
の
一
ヶ
月
間
の
訓
練
は
、
訓
練
礼

式
、
操
法
な
ど
を
行
っ
た
の
で
す
が
、
ど

の
訓
練
も
覚
え
る
こ
と
が
多
く
、
繰
り
返

し
練
習
し
て
い
く
こ
と
で
、
体
の
使
い
方

や
呼
吸
の
仕
方
を
覚
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
何
度
も
間
違
え
失
敗
し
て
き
ま
し

た
が
、
そ
の
経
験
が
糧
と
な
り
上
手
に
な

っ
て
い
く
と
思
う
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
訓

練
を
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

私
は
、
こ
れ
か
ら
の
消
防
人
生
の
ス
タ

ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
ば
か
り
な
の
で
、

分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
こ
の

初
任
教
育
の
六
ヶ
月
間
か
ら
基
礎
を
学

び
、
立
派
な
消
防
士
に
な
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

消
防
学
校
に
入
校
し
て
約
一
ヶ
月
が
経

っ
て
、
日
々
生
活
し
て
い
る
中
で
感
じ
た

こ
と
は
三
つ
あ
る
。

　

一
つ
目
は
、
勉
強
を
し
っ
か
り
す
る
と

い
う
こ
と
だ
。
毎
日
の
座
学
の
中
で
、
理

解
が
で
き
な
い
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
場

合
は
、
そ
の
日
の
う
ち
に
し
っ
か
り
理
解

し
、
復
習
を
し
て
か
ら
、
次
の
時
間
の
座

学
に
望
ん
で
い
き
た
い
。
ま
た
、
各
教
科

で
効
果
測
定
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

教
科
で
九
割
超
え
を
目
指
し
て
勉
強
を
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
初
任
科
程

を
修
了
し
た
後
、
現
場
に
行
っ
た
と
き
に

困
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
日
々
の

座
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
自
分
の
知
識
に
し

て
い
き
た
い
。

　

二
つ
目
は
、
体
力
練
成
を
し
っ
か
り
と

す
る
と
い
う
こ
と
だ
。
入
校
し
て
直
ぐ
の

体
力
テ
ス
ト
で
、
自
分
の
体
力
の
無
さ
を

痛
感
し
た
の
で
毎
日
練
成
を
行
っ
て
き

た
。
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
励
ん
で
い
き

た
い
。

　

三
つ
目
は
、
部
屋
の
メ
ン
バ
ー
の
方
々

の
こ
と
だ
。
室
長
を
は
じ
め
と
し
て
、
み

ん
な
と
て
も
話
し
や
す
く
、
優
し
い
の
で

と
て
も
過
ご
し
や
す
い
。
九
月
ま
で
の
長

い
間
、
一
緒
に
い
る
時
間
が
長
く
な
っ
て

く
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
仲
を
深
め

て
い
き
た
い
。
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平成28年度秋田県消防操法大会支部大会日程
支　部　名 開催月日 開　催　場　所
鹿 角 7. 3（日） 鹿角市役所駐車場
大館北秋田 7.24（日） 大館市比内グラウンド
能代市山本郡 7.10（日） 能代港下浜岸壁埠頭
男鹿潟上南秋 7.31（日） サンルーラル大潟駐車場
秋 田 市 7.10（日） 秋田市消防訓練場(秋田市御所野)
由利本荘にかほ 7.23（土） にかほ市消防庁舎前
大仙仙北美郷 7.16（土） 大仙市雄物川河川緑地運動公園
横 手 市 7.24（日） 横手市大森多目的広場
湯沢市雄勝郡 7.31（日） 湯沢市河川敷運動広場松ノ木グラウンド
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春
の
火
災
予
防
週
間
初
日
の
四
月
三

日
、
鹿
角
市
消
防
団
で
は
毎
年
火
災
想
定

訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
大
規
模
火
災
が
発
生
し
、
全
分

団
が
出
動
と
な
る
特
命
出
動
火
災
を
想
定

し
た
放
水
訓
練
の
ほ
か
、
救
急
救
助
資
機

材
を
積
載
し
て
い
る
、
鹿
角
市
消
防
団
救

急
救
助
支
援
隊
と
鹿
角
市
消
防
団
協
力
事

業
所（
有
限
会
社
ホ
ク
セ
イ　
参
加
車
両
：

ゴ
ミ
収
集
車　
株
式
会
社
石
川
組
参
加
車

両
：
バ
ッ
ク
ホ
ー
、
貨
物
ト
ラ
ッ
ク
）
が

が
倒
木
に
よ
る
交
通
傷
害
を
発
見
し
、
一

一
九
番
通
報
。
消
防
本
部
で
現
場
確
認
し

た
と
こ
ろ
重
機
に
よ
る
道
路
開
通
が
必
要

な
た
め
、
重
機
を
所
有
す
る
協
力
事
業
所

及
び
救
急
救
助
支
援
隊
に
出
動
を
要
請
。

建　物
林　野
車　輛
その他
合　計
死者数
負傷者数

8
-  1
0

-  2
5

- 14
- 21

4
3
1

- 10
-  2
-  7
4

211
34
45
83
373
40
86

88
21
17
35
161
26
46

11
7
4
15
37
8
2

96
20
17
33
166
12
25

15
10
5
5
35
1
6

平成28年 平成27年 同期比較
5月 累計 累計5月 年計 5月 累計

火災の発生状況 （速報値）
（秋田県総合防災課調べ）

＝
鹿
角
市
消
防
団
＝

春
の
火
災
予
防
週
間

　
　
　
　
　

火
災
想
定
訓
練

連
携
し
て
合
同
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

想
定
訓
練
は
、
業
務
中
の
ご
み
収
集
車

救
急
救
助
支
援
隊
は
チ
ェ
ン
ソ
ー
に
よ
り

倒
木
を
切
断
、
協
力
事
業
所
に
つ
い
て
は

バ
ッ
ク
ホ
ー
に
よ
り
倒
木
の
枝
及
び
幹
を

切
断
後
、
連
携
し
て
ト
ラ
ッ
ク
に
積
載
し

道
路
開
通
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

災
害
時
は
、
消
防
本
部
及
び
消
防
団
の

み
の
活
動
は
限
ら
れ
る
た
め
、
各
消
防
団

協
力
事
業
所
が
有
す
る
特
化
し
た
機
動
力

や
重
機
活
動
の
連
携
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
訓
練
で
改
め
て
消
防
団
協
力
事

業
所
と
の
連
携
強
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
、

非
常
に
有
意
義
な
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

〔
情
報
提
供
＝
鹿
角
支
部
〕


